
よ E 義jL0 裏地寺中文窓官18 し 並元之按共
り ¥1世 塑袋障 に|制誌Jj)1に1ー1-~ ~ 。 ぴ称法宇後
出火 せ m り ZゼL 七荊1示 玄 ¥liJt 地名 る 再

た年 み の立立年 T珂 也 山 せ子 を に御
。 り の 町とさ 多せ mJ 態。 廃 た町以‘用

此 。 地 成主〈し辰屋貞昌 り肝て此地

時費言己 子 り ‘苛 山間T享 寺 。煎 奈のと
9反Jl 町 た立且也に長二 右裁江歩成

町に とし の按 地立 の i江 とめ ~IJ
~tl 寺院多 時十子之山 寺 K 銃 強 辰

11 

本幸日l月d質永 ゆ 岱田 る地滋翠 町、す 屋 山K 申 、 u は勘と Ulr I't: 

むに し は 、 計i務 K 宗解あに而

豊袋町 年 、 。随屋 陸警移鱒 之云 江E1J り創緒三 如 後 御ふ 寺 町 0 立 地
月 来 悉 町の仕用 と占十し 奔
十 守 くは 頃 。 地官; 裕 二て領

ー 一= 町 移時 寺 まとに 寺 せ江 冊、 予

幸品民来山聴王争 の 町であ相闘 し書定不仰Ulr ヨk をたはり成基 頃・性 政 11;
命り金て被 、 の屋 l亡11h1

答民号 品話昔 ザ長れけ~様市 H辛E、右i二産'Ji 砂E'担句暗唱C 主孟主職
、此事 武年 ベ と る貌尤

年夫 o U1T 立名 指日 J: 0 り町橋元 O 今木 と

2た改、 )IJ 川 按 下町九端此町民り
り EtdE b E可 寸=KO年のの 11世。

。 最寺勝 付 。せ 町 る織との 町町下 せ此
け此しょ下 に部並地 名 にたの塁 たの時り小 、町 ぴ子 な 訓Iる町

こ る地、の川 今 蹴 11可 し 辰五 名
年 も溢此路町 云 川て If.f: 0 重量羊後
の のはの寺と ふ錦亭Í!~( IUT 型々

小来型由? 也、地 院呼 小町和主主 ムニ ふへ IJ' j;"ι 二 JG 年 3i

桧ー と f来主 溢 門 h2 ill 披ー許 如蒜で
町 いに I向 。 町せl:附 来府存
建にに へ脇上小 地此 占なたイーかγw仏 寺へ 在
云りに及 ら府 、 ーせ

立。 ふ o i梓 川ぴ mのー ιん hυ。 へ lHJ 町逃 Tレ
。 川町小町町 か此逃辰 の一 建相止，~ 

11ー、常苛l五lHE z 流れ 路 告山 。 の建袋 一成ゃ小 の 11可 附円 0 

け名明 町田Tの 名金三
品E丹一- る 下;!i等治 名名衣 を脅州

、 故 11可腔E 凹 今附 広 務名芯
初夫 10: の 年 はに 川 げ附司直
五 E ・新 しに 師絶 、 a た 図
郎le十 小名て戸 え条 端 り 10:櫛

二 川 1i:: Ulr 符 た屋 111ーJ 0 D，γ3 “ 

金
部
古
立
志
港

「

術
門
長
恋
祈
願
所
也
。
院
長
六
年
二
代
玄
徳
法
印
能
性
に
付
、
小
松

城
代
前
閉
山
肌
峰
へ
毎
度
協
出
、
利
常
仰
小
松
誠
に
被
ν
成
=
御
座
一
十

一
二
議
之
御
時
.
御
手
跡
御
稽
古
之
御
指
南
仕
由
巾
仰
候
。
同
十
八

年
利
協
卿
奥
村
河
内

へ
被
仰
付
.
最
勝
寺
金
津
へ
肉
、
八
坂
K
寺
御

池
立
被
v
下
山
。
然
山
両
党
武
十
九
年
八
坂
山
崩
陀
て
守
院
政
相
制
致
し、

依
v
之
小
立
野
に
於
て
寺
地
被
ν
下
成
菅
立
文
五
年
比
思
限
法
師
金
調
印

東
照
HH
之
役
倫
陀
被
ν
成
.
同
九
年
鈍
闘
士
叶
御
普
請
に
何
御
用
地

K
相

成
、
卯
炭
山
に
て
替
地
被
v
下
子
v
今
混
在
。

と
あ
り
。
管
家
見
開
銀

に、

先
永
二
十
年
金
課
城
内
政
照
宮
御
勤
続
に
付
、
東
叡
山
の
院
家

常附…
院
を
招
荷
、
A
R
砲
の
規
式
勘
v

之
。
以
後
毎
年
四
月
十
七
日
及
び

〈
相
田
一
V

E
五
・
丸
月
法
楽
之
大
盤
若
隊
絞
.
金
協
中
之
天
台
宗
寺
院
勤
ν

之。

常
限
院
は

江
戸
へ
師

p
.
銭
昌代
品川
-弟
子
松
植
院
を
令
ν
世
て
年
h
k

相

動
。
松
航
院
選
化
以
後
、

金
抑
仰
天
台
宗
之
寺
院
三
ク
士
可
動
ν
之
。
者
坊

闘
技
舟
守
町
安
佐
寺
、
謎
摩
執
行
方
卯
反
政
勝
寺
・
鍵
取
横
山
西
照

《凋

L
μ
5
M

寺
相
動
v
之
と
。
叉
一
宮
ム
。
御
鍵
泣
の
執
行
は
、
金
郡
富
眼

目
山
容

寺
、
鎚
取
れ
胤
勝
品
川
叶
宮
中
関
玄
先
・
執
行
安
住
苅
最
勝
苛
等
加
る
。
共

の
外
オ
川
毅
王
苛

卯
民
間
制
整
寺
，
品
川
附
逝
入
苛

.
nM
E御
働
殿
の
加

併
と
一
耳
ム
。
と
あ
り
。

金
滞
古

蹴

誌

港
J
I

一ニ

It 

O
因
幡
薬
師
堂

此
の
抽
出
向
堂
は
、
共
の
初
め
天
台
宗
如
窓
幼
犀
川
の
橋
爪
K
安
世
し
、

後
野
田
寺
町
の
入
口
極
端
訳
寺
の
向
ひ
翠
雲
寺
に
安
置
せ
し
庭
、
明
治

八
年
梨
雲
寺
聞
に
依
り
て
能
登
閣
珠
洲
郡
苛
中
部
村
三
崎
両
勝
寺
の
跡

地
へ
移
仰
せ
し
時
、

右
薬
師
の
鯨
像
を
ば
最
勝
守
へ
巡
虚
し
.
夫
よ

り
最
勝
寺
に
安
置
す
。
放
に
m
一A
K
共
の
来
泌
を
紀
紙
す
。

O
因
幡
薬
師
来
歴

良
平
二
年
の
泉
野
寺
町
因
幡
幾
師
別
泊
如
窓
幼
由
来
拡
に
云
ム
。
凶

幡
叫
架
附
苛
の
t
m
M
耽
は
‘
往
昔
図
幡
園
山村
取
鉄
水
之
問
、
堂
塔
海
中

へ

務
流
し
、
海
中
に
怨
像
漂
柏
有
ν
之
、
加
料
以
図
能
美
郡
小
松
安
宅
の
仲

へ
流
寄
り
給
品
鴎
.
漁
夫
共
同
三
夜
打
総
き
夢
想
の
告
有
v
之
に
付
、

不
思
磁
の
思
ひ
を
な
し
.
抽
出
夫
北
ハ
網
を
下
し
け
る
施
、
彼
骨時品開を
山品

上
げ
車中
り
た
り
。
依
り
て
在
所
な
る
前
枇
に
仮
陀
令
畠
安
世
-
候
庭
、

《

A
Xゆ

J
V

大
納
言
利
常
卿
御
入
部
の
後
、
如
意
坊
の
閉
山
安
川
団
法
印
.
傘
候
を

ぽ
金
潔
陀
刑
制
問
せ
ん
と
‘
北
山
頃
犀
川
橋
爪
を
丸
山
と
抑制
し
、
此
所
に

安
世
し
け
り
。

然
鴎
市
内
治
年
中
氏
、

定
地
所
御
用
地
陀
被
a7
4M

上
↓
依

り
て
臥
抗
野
寺
町
民
於
て
代
り
地
拝
領
被
ι
仰
利
一

変
K
堂
宇
逃
部
品
安
世

す
。
と
あ
り
。
文
化
三
年
の
出
来
u
f
k
、
難
M
川
別
世
如
意
坊
無
位
K




